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令和４年度議会報告会　31人が参加

■ A 班（カルチャーセンター会議室）（参加者 17人）

　3年ぶりの議会報告会を５月14日に開催した。場所は、カルチャーセンターと七

滝中央小学校体育館の２か所。参加者は合計31人であった。

　議会報告会での質問や答弁、その後の執行部回答については以下のとおりである。

Q1　竹バイオマス事業は、
山本町政以前から始まってい
たと聞いたこともあるが、実
際はどうか。

議会回答
竹バイオマス事業は、山本町
政時代に新たに始まった事業
となる。

議会回答
　工事が遅れている情報をお知らせいただければ、産業
厚生常任委員会等で現地に行って確かめるなどして調査
をする権限がある。現地で話を聞き執行部にこういった
意見があったことは伝えたい。

Q2　農業用水路の工事を苗代前にしなければならない
ので、役場に工事のお願いをしてするようになったが、
業者の方が説明に来られて、他にも工事を抱えていて連
休前までには出来ないとのことだった。議会の方でどう
いう内容でやっているのかをチェックをお願いしたい。

執行部回答（農業振興課）
　苗代に⽀障がない程度の応急対応は⾏っていたが、申請
者及び地元区⻑には、丁寧な説明に努めていく。
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Q3　町民が安心して生活できる地域とな
るよう、御船川の改修は喫緊の問題だと思
う。若宮口から小坂橋まで工事が最近全然
行われていない。議会の方でもぜひ話を進
めていただきたい。

執行部回答（建設課）
　町としても国へ要望していく。

議会回答
　議会としても国、県へ陳情をしていきた
い。

Q4　議員の報酬を上げないと若手の議員
は出てこない。財政の問題や人員等整理し、
報酬を上げれば少しは若い人が手を挙げて
議員になろうかという状況が生まれてくる
のではないか。

議会回答
　全国町村議会議長会の方から議員報酬等
について資料が出ている。今後、議会改革
推進特別委員会でその件についての会議を
予定している。報酬の問題やなり手不足の
問題等を議論していきたい。

Q5　政務活動費について、清流会（3人）
とあるが、3人分でもらっているのか

議会回答
　会派に何人いても1人当たり年間24万
円で計算する。それを人数分で足し合わせ
ての政務活動費として使えるという仕組み
になっている。

Q6　御船町は過疎地に指定されているの
か。

議会回答
　過疎地には指定されていない。

Q7　議会基本条例は平成22年にでき、当時、
冊子を配布されているが、その後新しく地震
関係の条例等加えてあると思う。新しく配布
することはできるのか

議会回答
　新しく1冊作るか、広報等でわかりやすく
お知らせするかなどして対応していきたい。

Q8　財政調整基金はいくらあるのか。

執行部回答（企画財政課）
　令和3年度末時点で14億1,812万6千円

である。

議会回答
　約14億円ある。

3



■ B 班（七滝中央小学校体育館）（参加者 14人）

Q1　あおぞら会議の申請
の内容について①場所の費
用はどこが負担するか。②
人数は不特定多数でも良い
のか。③産廃問題で多くの
人に来てほしいので人数が
絞れない場合はどうするか。

議会回答
①場所の費用が発生する場
合は申込者が負担する。②
コロナの影響もあるので参
加人数を絞って申し込んでも
らう場合もある。③申し込ん
でいただいてから、全員協
議会で検討する。

Q2　古閑迫（凱旋門近くの大通り）の道路に歩行者用
の青いラインを引いてもらったが、10 ～15cmほどの幅
しかなく運転している人には目立たない。歩行者優先区
域とわかるように看板を立てたり、1ｍ幅くらいでグリー
ンのラインを引いた方が良いのでは。

執行部回答（学校教育課）
　毎年実施している通学路安全点検で七滝中央小より要
望のあった場所である。令和３年度に県が歩道部のカラー
舗装を施工した。令和４年度も再度要望が上がっており、
関係機関と協議中である。

議会回答
　毎年教育委員会で通学路点検が行われているので、道路
の安全点検は行われている。

Q3　議会報告会の周知の
在り方で事前に区長会に促
しをしてはどうか。

議会回答
　議会報告会の周知方法に
ついては次年度以降検討す
る。

Q4　地震以前から、高速道路工事の影響もあると思うが、
マミコウロード（屋敷から座女木大橋まで）でデコボコ傷み
が激しい箇所や白線の問題がある。国土交通省に言ったが、

「農業振興課に相談してください」で止まったままである。

執行部回答（建設課）
　町道屋敷座女木大橋線（旧マミコゥロード）の舗装修
繕は令和４年度に、外側線及び中央線の引き直しは令和
５年度に実施予定である。

議会回答
　執行部回答
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Q5　①産廃施設の説明会が不足している。環境問題と逆行してはいないだろうか。中山
間部をどう発展させていくのか。②産廃施設についての議員1人1人の意見を聞きたい。

執行部回答（環境保全課）
【説明会について】
　事業計画の方針変更については、令和３年度11月から３月末までに、上野地区で３回、
川内田地区で１回、区⻑会で１回の説明会を開催している。令和４年度において、町民の
皆様を対象とした説明会を7月下旬に御船町カルチャーセンターで開催する。（7/28実施済）
　また、今年度から環境アセスメントを事業者が実施することに伴い、御船町独自で環境
アセスメントに関する説明会を秋頃に開催する予定だ。環境アセスメントは約３年半の期
間をかけて⾏われ、制度上、事業者による説明会が適時⾏われる。
　今後も事業の進捗に合わせて説明会開催を検討し、丁寧かつ事実に基づいた説明を⾏う。

【環境問題について】
　上野地域、御船町全体の自然環境、生活環境を守ることは重要であると認識しており、
事業に伴う環境への影響は環境アセスメントを通して注視する必要がある。これまでの説
明会等で聴き取った交通量の増加、排ガスによる健康影響などへの不安や懸念のご意見を
踏まえ、町としても環境を守るために必要な意見を述べていく。
　一方、従来計画で建設を予定していた「し尿処理施設」、「最終（埋め立て）処分場」を、
本計画では整備しないとされたことから、地域への相応の環境負荷は回避されたと判断し
ている。
　また、本計画の施設は、一般廃棄物と産業廃棄物を同時に処理する事で、持続可能な廃
棄物の適正処理や、再生可能エネルギーを安定かつ効率的に回収・利活用することで化石
燃料の使用量を削減し、温室効果ガス排出量の削減に資することができる事業であり、廃
棄物処理の多様化が求められる現代において循環型社会を構築する全国のモデルケースと
なることが期待されている。

【中山間部の発展について】
　事業者、⾏政ともに、本事業を核とした地域活性化に取り組む。現段階では、事業者に
よる雇用、地域⾏事などへの関わり、環境学習拠点整備や、熱エネルギーの活用、⾏政に
よる周辺環境の整備などが想定されるが、その他、地域と連携してまちづくりのあり方を
検討し、地域活性の実現に向けて努力する。

議会回答
①意見は執行部へ伝えていく。②今回は個人の意見は述べられない。

議会報告会へのご参加、ご意⾒
ありがとうございました。
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条例等の改正・制定
御船町地域防災計画の一部修正について

令和４年度補正予算
一般会計　補正額　+54,887 千円　補正後合計額　12,474,504 千円P UPUPick

７月
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で
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○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

■ 賛否結果 〇…補正予算案に賛成　×…補正予算案に反対

会期日程 7月14日
審議内容 地域防災計画の一部修正を全会一致で

可決、補正予算は賛成多数で可決した。

傍聴人数 ５名

なぜ業者見積もり１社のみ？
米国ロッキー博物館との連携事業
や、交流ギャラリーにある収蔵物
を移動するための予算が計上され
た。これまで見積もりを取った業
者は１社のみで、実施するときに
数社からの見積もりを取るとの説
明があった。

P UPUPick

問　当初予算では約400万円だったプレパレー
ション事業の運搬費が、今回は約300万円になっ
ている。今回は見積りをとったのか。
社会教育課長　業者から新たに見積もりを取り予
算を計上した。
問　何社から見積りを取ったか。
社会教育課長　１社から取った。

問　交流ギャラリーにある収蔵物の運搬費は何社
から見積りを取ったか。
社会教育課長　１社から取った。
問　プレパレーションの運搬費も１社、収蔵物の
運搬費も１社。なぜ１社からしか取らないのか。
社会教育課長　実施の段階で数社見積りを取り、
安くなるように競争性にする。この予算は約150
万円で単独随意契約はできないので、数社から見
積もりを取る。
問　移動先の水越小学校のセキュリティは大丈夫
か。
社会教育課長　セキュリティは全くない状態だ。
問　一般質問の中ではセキュリティがない場所は
利用できないという答弁ではなかったか。
社会教育課長　移動させることが優先であると考
えた。その後に、セキュリティについて業者と十
分に打ち合わせる。

審議の一部を抜粋して掲載していま
す。他の審議内容はホームページまた
は、情報開示コーナーでご覧ください。

このQRコードからもどうぞ

P UPUPick

こ
こ

がポ
イント
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　７月21日に御船町中山間地域移住定住促進
協議会からの申し入れを受けて、「御船町中山
間地域の活性化対策について（移住者の受け皿
づくり等）」をテーマに開催した。
　議会からは、コロナウイルス感染症予防の為、
全議員での参加は出来なかったが、議長、副議
長、当委員会委員、産業厚生常任副委員長の合
計８名が参加し、予定の60分間の中、できる
限り速やかな進行をし、十分な時間を確保する
よう配慮しながら意⾒交換を行った。
　 協議会から

の「中山間
地域の活性
化対策の今
後の予定」
「地域の拠
点づくり」

「移住定住住宅について」「移住定住各種支援制
度について」等の質問に議員が回答し、それぞ
れの要望事項について意⾒交換を行った。
　今回のあおぞら会議の報告書については全議
員に配布し、情報共有を行い、意⾒や要望は確
実に町に伝え、町政に反映できるよう提案、提
言をしていきたい。

あおぞら
会議報告

御船町中⼭間地域移住定住促進協議会と意⾒交換
総務文教常任委員会　委員長　清水　圣

　予算・決算審査検討特別委員会ではこれまで、
予算決算の委員会審査実現に向けて、研修及び
検討を進めてきたが、より良い委員会審議実現
に向けて、議会改革のトップランナーといえる
北海道・芽室町議会の研修をオンラインで行い、
議長・議会運営委員長・議会事務局長・総務係
長らに対応いただいた。
　芽室町議会は、委員会審議に限らず予算等の
議案・説明資料及び審議の様子がほぼすべてイ
ンターネット上で公開されており、だれでも議員
と同じ情報を持ちながら、ネット上で傍聴ができ
る。
　予算決算審議に関しても、予算決算特別委員
会設置及び審査・調査要領が定められ、議員の

任期と同じ任期4年の予算決算特別委員会によ
り、予算、決算及びこれに関する議案、事務事
業が一体的に審査・調査され、すべてネット上
で公開されていた。
　御船町議会においても、参考にすべき点が多
い先進的議会であると感じた。

委員会報
告

北海道芽室町とオンライン研修
予算決算審査検討特別委員会 委員長　福永　啓

画面越しに質疑を行う様子

あいさつをする協議会副会長 熱心に耳を傾ける協議会の会員たち
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９月２日	 全員協議会
	 	 議会モニター	
	 	 感謝状及び委嘱	
	 	 状交付式
9月8日

			16日

9月21日

					22日　
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